
お話し 辰 巳 玲 子 さん
( ラン ド ･ アン ド ･ ライフ ｢ ホ ビの予言｣ 2 0 0 4 年版制作)

2 0 1 3 .1 1 月 2 日( 土) 1 3 :0 0 開場

･ メデ ィ アテ ー ク仙台 シアタ ー ホ ー ル(7 F)

一 入場料 1 ,0 0 0 円( 高校生以下無料)
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上 映 作 品 紹 介

北米先住民 ｢ ホ ビ族に伝わる予言から現代人 に対する警告を描 い た ドキ ュ メ ン タリ
ー

｡ 母なる

大地の心臓部に眠る ｢ 人 間が正 しく使えるようになるま で は ､ 決して掘り出して はな らな い｣

と されて きた ウラ ン鉱｡ そ の採掘の実状と ､ 差別と抑圧 で形成された核サイクル の 正体を暴露

した作品 です ｡ 8 7 年ア メリカイ ンディ ア ン ･ フ イ ル ムフ ェ ス テ ィ パル ､ ドキ ュ メ ンタリ ー 大賞

受賞作品 ｡

2 0 0 3 年 3 月イ ラク戦争開戦直後､ ホ ビ伝統派の ひ と りで あ るマ
ー

チ ン ･ ゲス リス ウマ 氏 を取

材したイ ン タビ ュ ー 映像｡

ホ ビの予言 にも登場して い るザ ･ ロ ンゲ ス ト ･ ウオ ー クの デニ ス ･ パ ン クス が3 .1 1 後の 南相馬へ ｡

同慶寺の 若 き住職日中徳雲や町 の 人達 と交流した様子や ア メ リカ先住民と原発事故の被害を受

けた福島の共通点につ い て 語ります ｡

福島第 一

原発 か ら 1 7 k m の 南相馬市小高地区 は今も ｢避難指示解除準備区域｣ と して 居住

が許され て い な い ｡ 樹齢1 2 0 0 年の 銀杏が立 つ 古剃 り｣ ＼高山同慶寺の 若 き住職田中徳雲師は ､

被曝を覚悟しながら ､ 3 . 1 1 以 後も人 々 の心の拠り所として お寺を守り ､ 故郷の再生を祈 っ

て 奔走して い る ｡

デニ ス ･ バ ン クス 氏 はそん なお寺と人々を訪ね心と心を つな ぐ輪(サ
ー

クル) をも っ た ｡ そ して ､

現代文明 に暮らしの礎を奪われながらも ､ 母 な る大 地 を信じ続けて きた先住民 の視点で ､ 私

たち に語りかけるの だ っ た ｡
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ア メ リカインディ ア ン の 予言と いう もの は ､ 常にその 予言 を変える力が我々 の中に存在して い 蔓

るとい うこ とを伝えて い ます ｡ 妾
だから､ どう行動し､ どう考えるかによ っ て ､ 次の 未来は創れるの だとい う強い信念の ような萱
ものがあります ｡ 茎
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辰 巳 玲 子 さん

1 9 5 7 年神戸生 まれ ｡ 8 8 年映画 『ホ ビの 予言』 と監督 ･ 宮田雪 と出会い 渡米す る｡ 日本妙法寺

による平和行進 で束海岸を歩い た後 ､ デ ニ ス ･ バ ン ク ス 氏 が提唱 した r R u n f o r L a n d a n d

Lif e ｣ の祈 りの大陸横断ラ ン に参加｡ そ の 後宮田雪と共 に､ ラ ン ド ･ ア ン ド ー ラ イ フの 活動に

関わる｡ 9 5 年か ら7 年間病を得た宮田雪の看病と介護に専心するも ､ ニ ュ ー ヨ ー クテ ロとイ ラ

ク戦争開戦を機に 『ホ ビの 予言 2 0 0 4 年版』 を制作し活動を再開する ｡ 2 0 1 1 年 2 月 1 4 田

宮田を見送り､ 山善 らしをペ ー ス に 3 1 1 以後の活動を展開させる べ く歩み始 めて い る ｡
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